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24日機輸国第 144 号 

平成24年9月4日 

各 位 

日本機械輸出組合 

専務理事 倉持治彦 

 

「WTO 加盟後のロシア特許戦略セミナー」の開催について 
  

本年 8 月 22 日、ロシアの WTO 加盟が正式に決まりました。これにより､外国企業のロシ

アへの投資、輸出が促進されると予想されています。世界 1，2 位の石油、天然ガスなどの天

然資源に恵まれ、日本の 46 倍の国土を持つロシアは、現在、経済の近代化を図るべく、スコ

ルコヴォ・イノベーションセンター(ロシア版シリコンバレー)の創設を計画するなど、イノベ

ーション型経済への転換を志向しています。 
ロシアの市場、投資を念頭に置いた特許戦略は､日本企業にとって今後重要度を増してくる

と予想されますが､ロシアの特許制度に関する情報は､日本ではまだ少ない状況です。 
本セミナーでは、ロシアの特許制度及びユーラシア特許条約に関する基本情報、並びに特許

権に基づくエンフォースメントの実情を紹介し、数年後を見据えたロシアにおける特許戦略を

検討します。 
講師には、ロシアを再三訪問され、国内における第一人者の協和特許法律事務所 黒瀬 雅志

弁理士をはじめ、伊藤 武泰弁理士、木本 大介弁理士をお招きしております。各位奮ってご参

加下さいますようご案内申し上げます。 
つきましては、参加を希望される方は、下記の申込方法よりお申し込み下さい。 

 

記 

 

Ⅰ．日時：平成２４年１０月４日（木） １３：３０～１７：００ 
Ⅱ．場所：機械振興会館 ６階会議室 ６Ｄ－１～３ 

港区芝公園３－５－８ http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html 
Ⅲ．講師：協和特許法律事務所 弁理士 黒瀬 雅志 氏 
        同事務所   弁理士 伊藤 武泰 氏 
                同事務所   弁理士 木本 大介 氏 

Ⅳ．講演内容：  
１．WTO 加盟によりロシア知財制度が変化するか（講師：弁理士 黒瀬雅志氏） 
  ロシアの科学技術政策と今後の知財制度の動向 

２．ロシア特許制度の基礎（講師：弁理士 木本大介氏） 
特許関連法、条約 ／特許管轄機関 ／発明者 ／職務発明 ／特許要件 
グレースピリオド ／出願書類と補正 ／発明の単一性 ／特許審査の流れと留意点 
実用新案制度と留意点 ／審査経緯情報の閲覧権 ／審判制度 ／特許権の効力 

３．ユーラシア特許条約の基礎 (講師：弁理士 伊藤武泰氏) 
 ユーラシア特許条約とは ／ユーラシア特許庁 ／特許要件 ／条約に基づく出願と審  

査 ／ユーラシア特許権の効力 

http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html
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４．エンフォースメントの実情 (講師：弁理士 黒瀬雅志氏)  
ロシアの国家構造（連邦構成主体と中央統制） 
ロシアの司法制度の特色 

裁判所の構成(普通裁判所、仲裁裁判所) 
裁判官・検察官制度 
弁護士制度(法律家(ユリスト)は代理権を有するか) 
弁理士制度(5 種類の弁理士) 

訴訟手続の概要 
民事訴訟手続 
行政訴訟手続 
刑事訴訟手続 

税関での水際措置（三国関税同盟の影響） 
ライセンス問題 
営業秘密の保護 

５．まとめ (講師：弁理士 黒瀬雅志氏) 
 ロシアでの特許戦略の留意点（特許が有効活用できるか） 
 

Ⅴ．受 講 料：組合員 無料 ／ 非組合員 6,000円 

Ⅵ．定  員：130名（先着順） 

Ⅶ．申込方法：参加ご希望の方は、10月2日（火）までに、当組合ホームページのセミナー開

催案内（http://jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#wto）からお申込み下さ

い。 

・参加者多数の場合は、締切りを繰り上げる場合がございます。 

※キャンセルされる場合は、10月2日（火）まで、下記連絡先に必ずご連絡下さい。 

ご連絡がない場合には、受講料をご負担いただきます。後日、請求書をお送りします。 

Ⅶ．受付方法： 

・セミナー当日、受付にお名刺をご提出下さい(受講券は発行いたしません)。 

・非組合員の方は、受講料を当日、会場受付にてお支払い下さい。領収書をお渡しします。 

 

以上 

本件連絡先：通商・投資グループ 江川、庫元
くらもと

 

Tel.03-3431-9348 ／ E-mail：tohshi@jmcti.or.jp              

http://jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#wto
mailto:tohshi@jmcti.or.jp

